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ABSTRACT

The followings are main items to be r e p o r t e d ; 1 ) Replacement of the #3 

accelerating t u b e , 2) home-made RF window, 3) Improvement of the injection 

system for high current o u t p u t , 4) Repair and exchange of the m o d u l a t o r fs 

c i r c u i t s , 5) Troubles on main klystrons and 6) Future plans for improvement 

and m o d i f i c a t i o n •

Double of the beam output current attained by improvement of the injection 

system should be h i g h l i g h t e d • A newly designed high-current electron gun is a 

main component of the injection system.

Normal operation of the LINAC with 300 pps for neutron time-of-flight 

measurement has been steady continued for 2500 h r s • d u r i n q 'the last fiscal 

year (1980/4-1981/3)•
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d Ĉ'— Utfctv甘'每求之れる。3年命ふlr準德さM■てきTこ艾氅氣电5 统ヒ自象l o 、'M 、、) ド•
\\。iし芍— を抑ぶt け ノ 加 逸 亍 ス ト 芝 行 ，た 。tm速 胜 泥 VX ノ ホ』レこ达べ丁ニヒ石1J で 芥 な ，詳 細 は  
; 刍 研 免 会 で :報 方 さ れ 6 0

叫 モ し — g * 芍 イ う 卜 C3レ © 路 の 改 翁
W し 十 ャ 一 用 モ S i し 一 g I Iび 電 5 觀 甩 UMし 芍 - に 用 ぃ ら 队 て い る 芍 イ う 卜 ロ ン は ノ 

IT T -^ ^ q o  C Ivo \<Y 7500  A O で、あ っ Tc.. 、ぐ\しユ繰I し I50??S  t 下 て V i空、々 式 t ：も借:用 
でき丫ニが,3 0 0  P P S 豫 f e で は ノ 水 泠 式 1こしTX v  t  ノ サ イ う ト D しdV3ft仏 が 竿 ま な 絃 I V こ13：
っTぃ 水 、々 式 に し て 纪 後 ノ 匕 ' ニ〜丨しit、— 孓 ヒ 為 卻 本 嚯 (H转 输 部 が I 紙 卩 よ っ て 菔 槐 し  
} しばしばトうゴ丨しが養: t しf c 。 こ の T C も 寸 イ う 卜 n こ 艺 主 乇 y ュし一勺ゼィm ，してい 
6 勺 イ ラ 卜 口 つ I T T ' Q n 5  C50 \cTノ S000  /\ ) に 琉 ー し て ノ イ龟用すなこヒヒしノ ぬ
い こ こ の 回 終 •部 们 哎 倏 1 行 、 じ 。

予見格CH：t  J い1) イラ卜D ：>友パ、鼋t l巨!路に疫用する理由匕してヤ 仍 ように秀 \_て ぃ る ，
1 イ う W a し cn寿命はノ肉苦N こ対x ~ : 扒 て ぃ る 本 秦 芝 全 部 消 毚 し Tこ ヒ き に っ 芑 3 。 水

は ， ほぼ初 : I 龟 宠 ヒ 時 P愚いぐ丨し入缝返し固实只x u °丨し孓巾乂運転畤間）の 後 Iこt：し例する 
も cnヒ 气 欠 ら 狀 会 。极電/ I 免 が 、今 u r r 取 ば , しTこ が っ て ，寿命も長く  3 リ ノ コ ス ト は 同 提  
良 に は ： う o o 逄 後 棘 く 隹 x> , > イ し ラ 了 し ス 時 間 は 隨 （ て す t 、
C5) B O  Li 0 路のトうゴ丨し
朦石开M ニ T1， T <n主 モ ジ ュ し — q 肉 に あ な t o し D M ぃ）u。—回 路 は j L 下 の 歲 造 i こなっ 

て ぃ る 。 し 1) ] 乙 ，ず イ 才 — ドK 〜 り う ぺ 卜 坂 に 駄 付 け 1■こもcn ( .匕] | 部 ） ヒメ午うイト  
ヒ 氡 衔 抵 坑 芝 同 じ く ベ 一 り 勹 ィ ト 琢 C s w n T T こ も の C 下 層 部 ） —U  ノ t i l  M 乙 祷 C30— ^ )
4 本で '油 X  9 つ ふ リ 吊 し て V も 。 T I しM し_ V こはノ ベ — りうイ卜相 j i 付 汀 用 ネ^ : れが  
教 サ 所 あ ぃ て い る 。この亍丨し1J し_  C 咚 本 の う ち 2 本 ）ぜ ノ ネ s 乜 <n部分て、域 断 し て ノ +  
う イ ト 一 良 銜 抵 坑 が 、ノ ^ し g fe 部 に 落 下 す 会 葶 迎 ぜ } 弓\乏 输 ぃ て 2 件 あ 1 T b 。機 械 的 孤 勤

— 1 o —



はほヒんビなく  ノ M ニ 7 、リつ I f e 時 に 基 下 し こ い 亡 。 q し O 肉故1に は 為 :しv 龜 叙 の あ '

ヒ ぜ 和 ら 狀 t  o 
C 6 ) 门 う A 】 卜n し I T T —85らS C ^ M W ) の ト う 了  \し
太 年 \ 肖 に 内 k さ 札 Tニ n ラ イ ユ V  口 ニ I T T -  8 5 6 S ^ 3  n の 改 造 畤 觀 に 笔 2 マ イ り ロ 氣 を  

较 Aこ っ T し 卜 し て 邐 転 を 行 ，Tこ。 t  —  9  — 遏 氅 饭 は , こ 取 •ま て の り ラ イ 1 ト ロ し て 経 驗 し  
て）、る ん l3 V I いt非 気 時 間 方 专 し ) 4 ^ & t C 〜 3 ド へ ） ^ T に V X ® 後 し ^: H ヽ っ た 。

卞 リ — ド印)rolLli芝 餘 Q に H 导 さ ttても肖■三 に わ Tこ、）賓 内 で 放 黾 が 起 こ M ノ U i t 昇 が  
進 ま な 忙 -> Tこ。 し1Tも ノ フ イ D n 通 、ハしス波％ も 罠 崇 で , \ \° \し ス の 中 螯 ぜ JJJ] v̂  Tz的 ヒ ；
っtこ， こ の 拉 氣 は 集 :黾 敢 界 を i n て も 插 i e できるものではャょ对^  rこ。抑m し て 調 べ て 扣  

T c t こ ろ ，汜 カ 免 tz う ミ 、、）つ良 & に S•、化^しTこ 部 分 が あ ）Tこ。昨 年 ^H k しTこりうイユ卜ロご  
も t  — Q _ み 部 に 饱 择 转 啟 ザ あ 1] ノ リ ヴ 、'ノ 卜 に 够 合 し に く 甘 っ Tこ。遇 五 } 十％:本 邋 X しt  
り う イ ス ト d しにはな■甘 ■>上 こ 匕 で ' あ も 。

C 7 ) 取 研 リ — t  -； n  c n 今 ’後 c n 予 笆

a) tV6 , I 空 路 芝 後 m して人、る 部 务 が あ る 。 卜う‘j'\し の 〜 く は ，これ•らの縫:年來ィ匕 
に よ る 。 主 同 期 卜 I) tf— 発 振 裏 , 卜し）ぜ 一 莬竑マこっ。，）1、型 芍 イ ^ ) 卜n し れ ）®路ノ 
jK^ 0 う イ ユ 卜 D ) 〔フイり口う鬼“'、ソ刁7 — * T しっ。）用い。、し11 — ®Sfeャょビ(D半 導 体 秦 孓  
亿 0V華 傷 芑 守 す わ て い 会 to

b ) い。、し 孓 繞 返 し S t l _ e > Q o ? ? s H i ( n 遵 こ わ モ 〇 し 回 路 の 改 良 新 や ノ 卩 f n 切 智  
器 们 噔 偏 。
C ) い ハ し 孓 巾 ( O ^ s e c  . a * 下 c n 髦 る 跑 ヴ リ っ ド . 1\°、しn  ~  C 2 K V ,  ^ 0 へ）の 間 奄 •製 作 。 
d ) 乞 型 0 う イ ユ 卜 P じ C 8 5 6 8  ) の で 、J 〜 H、免 遴 に ^ る再■も 
包） C O う べ ス ト n し I び 加 逵 管 ) (D己 1 イ备
f ) 加 速 管 、 3  nrvv ノ并4  I 并 5  ) の 包 後

g ) リニ 了 '、，つ 運 f e 亍 — 闪 の Q  W 、一 ，し ； 亍 U ヒ言卞葺機制御又マイコしイ隻闲） ① 莩 偏  
义）t：、一 L v f c力 t亀 強 に イ 年 う 社 射 線 噶 理 c n同 題 。 5  —  \し 择 觉 ヒ 初 : 射 亿 唼 莬
L) 甩 k 匁 へ c 氅潘、の夺电イしにt  4 — • S i 戈、し— 勺 <n後 用 芝 旌 討 。

%  % 支 紙
0  k  . ncxc 

幻秀見イ t i

,o-?/. Pro

a ' ) ニ T  'リ

M  ニ " P 、、，

ン wns し\N/\e neetin^ ?5o 

つ 研 免 会 : 報 爻 I  ?52.

つ 研 嘵 会 租 i c 集 ? J 6 5


